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　■　提案・報告の主な内容(概要)

１．計画の期間
　現計画　令和元（2019）年度から令和10（2028）年度
　新計画　令和６（2024）年度から令和15（2033）年度

２．計画の構成（案）
　Ⅰ　伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的な事項
　Ⅱ　森林の整備に関する事項
　Ⅲ　森林の保護に関する事項
　Ⅳ　森林の保健機能の増進に関する事項
　Ⅴ　その他森林の整備のために必要な事項

３．計画の主な変更点（案）
　・北海道の地域森林計画に基づき全市町村が変更する事項
　（１）生物多様性ゾーンの考え方に関する事項の追加
　　地域森林計画に即して、生物多様性ゾーンについて、「森林整備の基本方針」に基本的な考え方を追加するほか、
　　望ましい森林の姿、森林の整備及び保全の考え方、区域の設定や施業の方法を追加する。
　（２）下刈り等の保育に関する事項の追加・修正
　　地域森林計画に即して、「森林の整備に関する事項」に下刈り等の目的や省力化・効率化などの事項を追加するほか、
　　実施時期の表記を修正する。
　・森林の経年変化等により帯広市が変更する事項
　（１）現況に応じた森林の区域の変更・削除
　　　森林の現況が変化したことにより森林の区域を変更するほか、林地開発や伐採後の転用などにより森林が形成されて
　　　いない箇所を削除する。

令和６年１月12日　経済文教委員会へ計画骨子案の報告
令和６年２月９日　経済文教委員会へ計画案の報告
令和６年２月中旬　公告・縦覧
　　　　３月中旬
令和６年３月中旬　国の意見聴取、北海道との協議
令和６年３月下旬　帯広市森林整備計画の決定

同内容で１月12日の経済文教委員会へ報告することで了承された。

特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

令和５年度　第15回全体庁議（12月27日開催）

（１）帯広市森林整備計画（骨子案）について[農政部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

本計画は、森林整備の基本的な考え方やゾーニング、施業の標準的な方法などについて長期的な視点に立ち、森林づくりの構
想として、10年を１期とする計画を５年ごとに策定するものであり、計画の期間や構成、主な変更点などを示した骨子案を、令和
６年１月12日の経済文教委員会に報告するもの。


